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４ 教科に関する特徴的な調査問題 

(1) 小学校国語 

 

 

 

 

＜調査問題 国語Ａ＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「言葉の使い方」に関する資料を目的に応じて読み取り、年代ごとの割合か

ら分かることを的確に書くことができるかが問われています。（国語Ａ「知識」） 

☆「見られた」「見れた」の２つの言葉の使い方を比較しているグラフであること

を理解した上で、凡例を基にしながら各年代の割合を的確にとらえることが求

められている問題です。 

☆グラフなどの資料を正確に読み、分かったことを書くことは、国語科の学習の

みならず、各教科等の学習において指導することが大切です。 

 平均正答率 無答率 

京都府 48.1％ 16.7％ 

全 国 44.9％ 20.3％ 

 



(2) 小学校算数 

 

 

 

 

 

＜調査問題 算数Ｂ＞ 

 

    

 

 平均正答率 無答率 

京都府 46.2％ 12.5％ 

全 国 42.7％ 15.6％ 

示された分け方が元の長方形を４等分していることの説明として２つの

三角形の面積が等しいことを記述できるかどうかをみる問題（算数Ｂ「活

用」）です。量と測定の領域で身に付けた知識・技能を活用する力が問われ

ています。 
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☆示された分割の仕方を解釈し、面積が等しくなること

を、例示された説明を理解して言葉と数を用いて記

述することができるかどうかを見る問題です。 

☆京都府の正答率は全国平均を 3.4 ポイント上回って

います。また、無答率も全国平均に比べるとよいです

が、全体的に高い値を示しています。 

☆問題を解決するときには、言葉や数、図、表などを用

いて、自分の考えを分かりやすく説明したり、互いに

自分の考えを伝え合ったりする活動を充実すること

が大切です。 
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(3) 中学校国語 

 

 

 

 

＜調査問題 国語Ｂ＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                問２の２                問２の３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文学的な文章を読んで、「表現の仕方に注意して読み、その効果を考えるこ

と」「文章の内容について、根拠を明確にして自分の考えを書くこと」ができ

るかが問われています。（国語Ｂ「活用」） 

☆ 星新一の「装置の時代」を取り上げ、作品全編を読んだ上で感想を書くこと

をもとめた問題です。 

 

☆ 文章や資料から必要な情報を取り出し、伝えたい事柄や根拠を明確にして自

分の考えを書くことを各教科等の学習において指導することが大切です。 

 平均正答率 無答率 

京都府 76.0％ 0.4％ 

全 国 75.6％ 0.5％ 

 

 平均正答率 無答率 

京都府 68.0％ 9.4％ 

全 国 65.7％ 11.3％ 

 



(4) 中学校数学 

 

 

 

 

   ＜調査問題 数学Ａ＞ 
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作図の手順を読み、根拠として用いられる平行四辺形になるための条件を理

解しているかどうかをみる問題（数学Ａ「知識」）です。作図できるだけでなく、

平行四辺形になることの根拠を理解しているかが問われています。 

☆作図の方法を覚えるだけでなく、一つ一

つの操作の数学的意味を理解することが

大切です。 

☆この設問では、コンパスは等しい長さを

移すことから、根拠となる平行四辺形に

なるための条件を見いだすことが必要で

す。 

☆作図の際には、作図ができるだけでなく、

その作図ができる根拠について説明させ

るなど適切に指導することが大切です。 

 平均正答率 無答率 

京都府 48.3％ 0.9％ 

全 国 47.7％ 1.1％ 

 


